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第Ⅱ章 地域プラットフォームの実施 

 

1．セミナーの開催 

 

福岡市は、地域企業の PPP/PFI に関するノウハウ習得と事業参画に向けた競争力強化を図る

ため、公共建築物の整備・運営に関する設計、建設、管理運営、金融などの地域企業が市と対

等の立場でセミナー開催や意見交換等を継続的に展開する「常設の場」として、平成 23 年度

に「福岡 PPP プラットフォーム」を設置し、PPP/PFI の事業参画を目指す企業による企画提

案力の習得やコンソーシアム組成に向けたネットワークの構築の支援等に取り組んできた。 
本業務では、福岡市が、これまで福岡市を中心に展開してきた「福岡 PPP プラットフォーム」

の取組みについてその熟度を高めることや、九州圏内の各地域に地域プラットフォーム形成の

機運が高まることなどを目的として、セミナー等の実施に取り組むものである。 
今年度については、「福岡 PPP プラットフォーム」の運営に携わっている九州 PPP センタ

ーを中心となった地域プラットフォーム形成支援事業を活用した取り組みとして、九州圏内の

地方公共団体および民間事業者を対象とするセミナーを計 4 回実施した。 
 

（1）平成27年度PPP/PFIセミナー（入門編） 

PPP/PFI に興味はあるものの、これまでに参画実績のない民間事業者や、これから PPP/PFI
を検討もしくは推進していく九州圏内の地方公共団体の職員に対して、PPP/PFI に関する初歩

的な知識の習得や手法等の紹介を行う入門編セミナーを開催した。 
 

①開催概要 

開催日 平成 27 年 11 月 30 日（月） 
場所 エルガーラホール中ホール（福岡市中央区天神 1-4-2） 
対象 九州圏内の地方自治体職員（民間事業者の参加も可とする） 
定員 200 名 
時間 14:00～17:00 
講師 みずほ総合研究所 社会・公共アドバイザリー部 PPP 事業推進室  

室長 福田 裕之 
 

②セミナー内容 

ア 構成 

時間 内容 

14:00～14:05 開講挨拶 

14:05～15:20 
【第一部】 
・PFI とは 



15 
 

・PPP/PFI をめぐる動向 
・PFI の検討プロセス 
・PFI 事業導入における留意点 

15:35～16:50 
【第二部】 
・事例紹介 

16:50～17:00 質疑応答 

 

イ セミナー要旨 

第一部では PPP/PFI の基本的の事業スキームや、PPP/PFI をめぐる動向、一般的な検討プ

ロセス、事業化する際の留意点について説明を行った。また、第二部では、九州圏内において

今後施設更新等の機会が発生する可能性が高いと想定される7つの事業分野におけるPPP/PFI
事例について解説を行った。 

  

 
③参加者 

官公庁等 48 団体、民間企業 63 団体の計 111 団体、180 名が参加した。 
PPP/PFI について「ほとんど理解していない」および「理解していない」と回答した参加者

が 32%であり、九州 PPP センターが昨年度までに実施したセミナーよりも多い結果となって

いる。 
  

④アンケート結果 

本セミナーについて「参考になった」、「まあまあ参考になった」という回答が 96％という

結果となった。また、今後も引き続き PPP/PFI への理解を深めたいという参加者が 94％を占

める結果となった。 
  

 
（2）平成27年度PPP/PFIセミナー（実践編第1回） 

PPP/PFI に関する、より実践的で専門的な知識・ノウハウを高める場として、民間事業者向

けの実践編セミナーを計 3 回実施した。 
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①開催概要 

開催日 平成 27 年 12 月 10 日（木） 
場所 エルガーラホール中ホール（福岡市中央区天神 1-4-2） 
対象 民間事業者（九州圏内の地方自治体職員の参加も可とする） 
定員 100 名 
時間 14:00～17:00 
講師 みずほ総合研究所 社会・公共アドバイザリー部 富樫哲之／三浦由紀子 

 

②セミナー内容 

ア 構成 

時間 内容 

14:00～14:05 開講挨拶 

14:05～15:20 

【第一部】 
・PFI とは 
・PFI をめぐる動向 
・PFI の流れと民間事業者の動き 

15:30～16:45 

【第二部】 
・地域企業の PFI 事業への参画 
・地域企業の参画事例 
・地域企業の参画に向けて 

16:45～17:00 質疑応答 

 

イ セミナー要旨 

第一部では PPP/PFI の基本的の事業スキームや、PPP/PFI をめぐる動向について説明を行

ったうえで、PFI 事業の一般的な公募プロセスとそれに合わせた民間事業者の動きを中心に解

説を行った。また、第二部では、地域企業の PPP/PFI 事業への参画についてのポイントや留

意点について、具体的な先行事例をまじえながら解説を行った。 
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③参加者 

民間企業 47 団体、官公庁等 30 団体の計 77 団体、106 名が参加した。 
実践編セミナーということもあり、78％の参加者が PPP/PFI の基礎的レベルを理解してい

るという結果であった。また、既に PPP/PFI に取り組んでいる参加者が 34％と比較的多く、

「事業として取り組んでいきたい」との回答が 15％、「検討段階」との回答が 26％と、具体

的な案件発掘を視野にいれた団体が多く参加した。 
 
④アンケート結果 

「参考になった」、「まあまあ参考になった」との回答が 99％を占めた。地域企業の参画が

課題と感じている地方公共団体にとって、先進事例の紹介が有効だった等の意見も寄せられた。 
また、今後の実践講座に求めるプログラムとしては、「座学形式による知識・ノウハウの習

得」と回答した参加者が約 74％と大半を占めたが、「講師・他参加者とのワークショップ・グ

ループディスカッション形式による知識・ノウハウ習得」との回答も 25％を占めた。 
 

 

（3）平成27年度PPP/PFIセミナー（実践編第2回） 

①開催概要 

開催日 平成 28 年 1 月 18 日（月） 
場所 エルガーラホール中ホール（福岡市中央区天神 1-4-2） 
対象 民間事業者（九州圏内の地方自治体職員の参加も可とする） 
定員 100 名 
時間 14:00～17:00 
講師 いよぎん地域経済研究センター 主任研究員 山之内 崇氏 

 

②セミナー内容 

ア 構成 

時間 内容 

14:00～14:05 開講挨拶 

14:05～15:20 

【第一部】 
・PFI 事業の流れ 
・公表資料の位置付け 
・対象事例の紹介 

15:30～16:50 
【第二部】 
・公表資料を読み解くポイント 

16:50～17:00 質疑応答 
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